
二
〇
二
二
〇
五
三
〇
号 

№
一
二
六
号 

・

▽
益
々
、
激
化
し
て
い
る
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
で
す
が
、
様
々
な
フ
ェ
ー
ク
ニ
ュ
ー
ス

も
有
り
、
火
に
油
を
注
ぐ
様
な
事
も
耳
に
入
っ

て
参
り
ま
す
。
完
全
に
世
界
が
赤
か
、
白
か
で

二
分
さ
れ
る
前
に
協
調
し
合
う
事
が
、
出
来
な

い
の
か
何
の
為
に
人
間
は
口
と
耳
を
持
っ
て

い
る
の
か
。
足
り
な
い
の
は
能
力
か
。
そ
れ
と

も
欲
か
。
毎
日
々
痛
々
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て

い
る
が
、
痛
々
し
い
と
言
え
ば
知
床
の
遊
覧
船

事
故
は
、
ご
遺
族
の
心
境
を
考
え
る
と
言
葉
に

な
ら
な
い
。
全
て
結
果
論
の
検
証
を
し
て
い
る

が
、
事
故
と
は
こ
の
様
な
モ
ノ
で
あ
る
。
何
故
、

何
で
、
ど
う
し
て
と
考
え
て
見
て
も
成
る
べ
く

し
て
な
っ
た
事
に
至
る
。
普
段
、
注
意
し
て
も

何
処
か
に
盲
点
が
有
る
の
で
あ
ろ
う
。
私
た
ち

は
AI
知
能
を
持
っ
た
機
械
で
な
い
か
ら 

ミ
ス
を
起
し
て
し
ま
う
。
経
験
を
十
分
に
生
か

し
ミ
ス
を
少
な
く
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

る
。
六
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
労
働
安
全
週

間
の
準
備
月
間
で
あ
る
。
昨
年
砕
石
業
は
五
名

の
罹
災
者
を
出
し
て
し
ま
っ
た
。
き
つ
い
、
汚

い
、
危
険
な
職
場
に
な
ら
な
い
様
に
注
意
し
た

い
も
の
で
あ
る
。 

           
 

一社)
日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 
 

 
 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

①
令
和
04
年
度 

第
53
期
通
常
総
会 

 

05
月
24
日 

16
時
よ
り 

 

札
幌
東
急R

E
I

ホ
テ
ル
に
て
開
催 

物
故
者
追
悼
の
た
め
黙
祷 

 

北
海
道
に
於
い
て
は
死
亡
災
害
が
発
生
し

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
全
国
で
5
名
の
方

が
罹
災
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

表
彰 

 

北
海
道
経
済
産
業
局
長
表
彰 

 
 

岡
本
繁
美
（
札
幌
支
部
） 

 
 

 

岡
本
興
業
株
式
会
社 

 

業
界
功
労
者 

 
 

佐
藤
和
浩
（
函
館
支
部
） 

 
 

 

江
差
採
石
工
業
株
式
会
社 

 

長
期
勤
続
従
事
者 

 
 

札
幌
支
部
よ
り
2
名
の
方
が
受
賞 

議
事 

 

第
一
号
議
案
・
第
二
号
議
案 

 
 

令
和
3
年
度
事
業
経
過
報
告 

 
 

令
和
3
年
度
決
算
報
告 

 

第
三
号
議
案
・
第
四
議
案 

 
 

令
和
4
年
度
事
業
計
画 

 
 

令
和
4
年
度
収
支
予
算 

 

何
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

毎
度
の
事
で
す
が
、
質
疑
は
有
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
。
有
る
と
も
無
い
と
も
。
現
場

で
は
大
き
な
声
で
指
示
し
て
い
る
事
だ
と

思
い
ま
す
が
総
会
の
時
は
可
愛
い 

子
猫
ち
ゃ
ん
で
『
み
ゃ
ー
』
で
し
た
。 

そ
の
他 

・
賛
助
会
員
入
会 

 

㈱
共
成
レ
ン
テ
ム
が
新
規
加
入 

・
砕
石
技
術
の
向
上
の
取
り
組
み 

 

☆
採
石
の
た
め
の
掘
削
・
・
・ 

 
 

令
和
05
・

02
月
21
～
22 

札
幌
市 

☆
採
石
業
務
管
理
者
再
講
習 

 
 

令
和
5
年
3
月 

釧
路
市 

☆
一
般
粉
じ
ん
講
習
会 

 
 

令
和
4
年
9
月
29
日
～
30
日 

 
 

札
幌
市
・
北
海
道
建
設
会
館 

★
令
和4

年
度
正
会
員
会
費
負
担 

 

函
館
支
部
は
昨
年
同
様
に 

 

一
、
五
五
三
、
〇
〇
〇
円
で
す
。 

         

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・
協
会 

① 

通
常
総
会 

 

前
議
案
承
認
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
役
員
改
選
に
つ
き
ま
し

て
は
、
土
肥
建
機
興
業
の
土
肥
康
則
氏
が

監
事
に
新
任
さ
れ
ま
し
た
。 

② 

理
事
会
開
催 

6
月
17
日
15
時
～ 

 

各
委
員
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て 

 

佐
藤
様
が
こ
の
度
『
日
本
砕
石
協
会
北
海
道 

地
方
本
部
長
表
彰
』
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

佐
藤
様
は
、
平
成
19
年
に
函
館
支
部
理
事 

平
成
22
年
副
支
部
長
に
就
任
し
、
業
界 

振
興
発
展
に
特
に
功
労
顕
著
な
者
と
し
て 

認
め
ら
れ
ま
し
た
。 


